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	世帯数	 21,110世帯
	人　口	 55,042人
	 男	 26,531人
	 女	 28,511人平成18年（2006年）
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●日時／10月15日（日）午前10時〜午後1時（雨
天の場合は中止）
●場所／向日町競輪場
●資格／向日市在住の20歳以上の個人。ご
み、売れ残った品物を持ち帰れる方。 
●募集店数／約100店（１店約2.5ｍ×7.5ｍ）
●申込み／9月15日（金）（必着）までに、往復
ハガキの往信用（裏）に住所・氏名・年齢・電話番
号・職業・出店内容を、返信用（表）に住所・氏名を
書いて、環境政策課（内線226）へお申込みくだ
さい。応募は一家族1人に限ります。応募多数の
場合は抽選。

フリーマーケット
「リサイクルひまわり市」出店者募集

　11月17日（金）から19日（日）まで中央公民館
で開催する「第32回向日市民文化展」の作品を
募集します。
●申込受付／10月3日（火）〜24日（火）の午前
9時〜午後5時（土曜日午後、月曜日を除く）に
中央公民館へ（電話での申込み可）。
●対象／向日市在住・在勤の15歳以上の方
●点数／1人2点以内（ただし、別部門に限る。
工芸は2点でも可）
●作品搬入／11月16日（木）午前9時30分〜11時
●作品搬出／11月19日（日）午後3時〜4時

絵画や書などを展示してみませんか
「向日市民文化展」作品募集

部門 作品の規格

絵画 60号以内。額装（日本画、油彩、水
彩、パステル、版画、切り絵など）

工芸 平面作品は、140cm×140cm以内
（手芸も含む）

書 90cm×190cm以内で額装かパネ
ル張り（釈文は自由。軸物可）

写真 全紙以内で額装かパネル張り

※ガラス張額は不可、アクリルは可。
�中央公民館☎932‐3166

消防防災フェア

●日時／９月９日（土）午前9時30分〜11時45分（雨
天中止）
●場所／向日町競輪場内
●内容／消防車の展示、消火体験、消防防火相談
コーナー、煙体験コーナー、子どもの遊びの広場、消
防団コーナー（ポン菓子、スーパーボール）ほか
�環境政策課（内線249）

木造住宅耐震診断士を派遣
　京都府に登録された耐震診断士が、木造住宅の
耐震診断を行います。
●対象／昭和56年5月31日以前に着工され完成し
ている木造住宅で、1戸当たりの延べ床面積が240
㎡以下、各住戸の半分以上の床面積が住宅として使
用されているもの
※長屋または共同住宅においては、全住戸の申込
書、もしくは同意書が必要です。
●費用／30,000円の内、自己負担金2,000円
●申込み／9月29日（金）までに環境政策課へ。
※申込みには印鑑と自己による耐震診断問診票と
建築確認通知書または住宅の登記簿謄本などが必
要です。応募多数の場合は選考します。
�環境政策課（内線249）、都市計画課（内線271）

防災情報や防犯情報などをメールでお知らせ
　京都府では、防災情報や防犯情
報などを、携帯電話を活用してメー
ルで配信しています。
●登録方法／携帯電話で anzen@
k-anshin.pref.kyoto.jp に空メール
を送信してください。

お知らせする情報
●気象情報…注意報、警報など
●防災情報…災害時のお知らせ情報など
●要配慮者・支援者情報…災害時の生活相談など
●防犯・犯罪情報…犯罪の発生情報など

　地震や台風などの災害から身を守り、被害を軽減するためには、
一人ひとりが日頃から災害に対して備えておかなければなりませ
ん。「自分たちのまちは自分たちで守る」、その意識が大切です。
　もう一度、家庭・地域の防災対策について点検してみましょう。
　市では、消防・防災について関心を高めていただくため、「消防
防災フェア」を開催します。

9月1日は

「防災の日」
8月30日〜9月5日は

「防災週間」です

非常持出品を準備していますか？
　避難生活に必要なものをすぐに持ち出せるようにしておきましょう。
●非常持出品の例／3日分の食料・飲料水、はきもの、ナイフ・缶切り、毛布、
タオル、寝袋、ライター、ろうそく、テント、頭巾、医薬品、懐中電灯・電池、下
着類、ラジオ、預金通帳・印鑑、ちり紙、ウェットティッシュ、現金など

▲災害時には、地域の
実情をよく知る「自主防
災組織」が力を発揮し
ます。町内会などで組織
しましょう（写真：昨年の
向日市総合防災訓練）。

秋の催しに
ご参加を

健康増進普及月間
9月1日〜30日

日常生活を見直して、
生活習慣病を
予防しましょう。


